
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

心豊かな地域社会を創造する 
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（ひまわりフォト： シギー吉田氏 撮影） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目   次 

はるかのひまわりの由来 

1. はるかのひまわり絆プロジェクトとは 

心豊かな地域社会を創造する運動 

2. プロジェクト理念 

活動の意義を２０１１年４月に成文化 

3. 活動の歴史と概要 

4. 活用事例 

ランドマーク・教育機関・団体など 

5. 活動のための手引き 

初めてプロジェクトに参加して活動する 

6. 資  料 

手引書の発行にあたって 

 

 

 

 

 



はるかのひまわりの由来 

平成 7年 1月 17日の明け方、5時 46分、大きな地震が襲いました。 木造の建物は、その

揺れでひとたまりもなく崩れてしまい、2 階部分が崩れ落ち、1 階は完全に押しつぶされていま

した。 はるかちゃんがガレキの下から発見されたのは、地震発生から 7時間後でした。 

 

震災から半年後、かつてはるかちゃんの家があった空き地、はるかちゃんの遺体を発見した場

所。驚いたことに、そこに無数のひまわりの花が、力強く、太陽に向っ て咲いていました。お母さ

んはひまわりを見て、「娘がひまわりとなって帰ってきた」と涙しました。近所の人たちは、この花

をこう呼びました。 

『はるかのひまわり』 

何も無くなってしまった町の空に、次々に咲いた大輪の花はたくさんの人を励まし勇気付けまし

た。 

 

 

HARUKANO HIMAWARI / Haruka’s Sunflower Story 

The story begins in January 1995, when Haruka Kato, a very kind and popular 11 year old 

girl, was killed in the terrible Kobe earthquake which destroyed her home. That summer, 

a beautiful sunflower mysteriously fought its way through the piles of rubble and bloomed 

in the vacant lot where Haruka’s house had once stood. 

 

Residents took seeds from the sunflower and sowed them as symbols of memory and hope. 

And then seeds were collected from these sunflowers…. and so it continued with 

sunflowers sprouting all over Japan and the world. Seeds were sent to USA for the 911 

disaster, and to Thailand after the tsunami. And of course, Haruka’s sunflowers were 

planted in Tohoku after the tsunami to bring strength to the local people who suffered 

such tragedy and loss. 

 

The sunflower is not just an ordinary flower in Japan anymore, it has become a symbol of 

hope for all. 

 



１． はるかのひまわり絆プロジェクトとは 
「はるかのひまわり絆プロジェクト」は、ひまわりを育てることを通じ

て、災害の記憶を伝え、命の尊さや人との繋がりの大切さを考える機会

を創出し、感性豊かな地域社会を育むことを目的とした活動です。 

 

このプロジェクトは、阪神・淡路大震災で亡くなった「加藤はるか」さん

という少女に由来しています。震災後、加藤はるかさんの家の跡地にひ

まわりが咲いたことから、そのひまわりが「はるかのひまわり」と名付

けられ、震災の記憶と復興への願いを象徴するようになりました。 

 

プロジェクトの主な活動内容は以下の通りです。 

 

「はるかのひまわり」の種の無償配布: 全国の学校や団体、個人などに

「はるかのひまわり」の種を無償で配布しています。 配布された種を

育て、花を咲かせ、再び種を採取することで、命を繋いでいきます。 

 

由来の伝承と啓発活動: ひまわりを育てる過程で、プロジェクトの由来

や震災の経験、命の尊さについて伝える活動を行っています。 

種の収穫地と生育地の間で交流が生まれるなど、地域間の繋がりを育む

ことも目指しています。 

 

情報の発信: ウェブサイトや SNS を通じて、活動の様子や各地での取り

組み事例を発信しています。 

 

このプロジェクトは、自然災害

の被災地支援や、各種学校での

道徳教育、人権教育などにも活

用されており、国内外に活動の

輪が広がっています。 

 

防災教育副読本（兵庫県）➡️ 



２． プロジェクト理念 

はるかのひまわり絆プロジェクトは理念に賛同され、活動に参加される皆

さん（メンバー）で行うプロジェクトです。 

 

 ＜プロジェクト理念＞・・・心豊かな故郷をつくろう！ 

「はるかのひまわり」を育て採取した種を配布する過程で由来を伝え、災害

の悲惨さと共に命の尊さを再考する機会とする事で、「人の尊厳」と「人との

関わりの大切さ」を知る感性豊かな地域社会を醸成する事を目的とします。 

 

この理念は、心豊かな地域社会を創るために震災の体験と向日葵の命を紡ぐ

ことで、命の大切さ、さらに手から手へと繋いでゆく人との関係性（絆）に

気づき、防災意識の啓発とともに愛する故郷との繋がりを大切にする「心」

を産み育てる取り組みであることを 2011 年 4 月に成文化したものです。 

 

 阪神淡路大震災由来のひまわりの種「はるかのひまわり」を生育する過程

で、命の尊さを再考する機会とし、自己再生や復興。 また、身近な家族や

友人を思いやる中での再生や復興。 さらに故郷の再生復興へと拡がること

を願っています。 

 

また、2013 年には、「命」・「人との絆」・「心の豊かさ」

を共通価値として、地域社会の心の豊かさを最大限

に引き出す取り組みであることを標榜しました。 

 

 



さらに、2015 年には国連で採択された SDGs の取り組みとして、以下の支援

目標を掲げました。 

 

 

 

【 SDGｓの取り組み 】はるかのひまわり絆プロジェクトの支援目標 

 ̧ 支援ゴール：4）質の高い教育をみんなに 

【4.7】 教育を通して持続可能な開発に必要な知識・技能を得られるようにする 

具体的行動：私達は学校などの教育機関や地域の公民館などへ、防災や命の

講話を通じてアプローチすることで、心豊かな地域社会、心が繋がる地域社

会の構築を支援します。 

【4. c】 質の高い教員の数を増やす 

具体的行動：私達は教育に関わる教諭へ、はるかのひまわりの教材としての

「種」「掲示物」「流布物」や「実践講話」などの提供を通して、直接教育課

程にある子どもたちへアプローチする教員を増やします。 

 

 ̧ 支援ゴール：11）住み続けられるまちづくりを 

【11.3】参加型・包摂的・持続可能な人間居住計画・管理能力を強化する 

具体的行動：ひまわりの生育を通じて、地域の包括的な人間関係のつながり

を構築するため、プロジェクトの活動を通じて支援します。 

【11.5】災害による死者数、被害者数、直接的経済損失を減らす  

具体的行動：地域のつながりを通して構築された人間関係の永続的な支援を

通じて、地域における防災の取り組みや災害時の地域内の相互支援で被害を

最小限に抑えます。 



３． 活動の経緯と概要 

【 任意団体設立までの経緯 】 

1995 年 阪神淡路大震災後のその夏に、被災者 ”加藤はるか” さんの自宅跡

地に ひまわりが咲き、救助にあたった藤野芳雄氏が 「はるかのひまわり」 

と名付ける。同氏が毎年種を紡ぎながら育て、全国の自然災害地や教育機関

に配布する活動を継続実施する。  

2008 年 松島俊哉（現代表）が藤野芳雄氏と出会い、全国への配布活動を始

める。 

2011 年 東日本大震災に際し、活動名称を 「はるかのひまわり絆プロジェ

クト」とし、理念を成文化。藤野芳雄氏と共に被災地への配布活動を実施す

る。 また、HP・Facebook ページを立ち上げ 広く生育者の募集を開始する。 

2012 年 藤野芳雄氏逝去。 

2015 年 「命・人との絆・心の豊かさ」を共通価値とした CSV（Creating 

Shared Value）活動であることを標榜 

2018 年 SDGｓ（Sustainable Development Goals）の支援ターゲットを明

確化。 

 

【 団体のミッション / 活動の目的 】 

＜活動理念＞ 

「はるかのひまわり」を育て採取した種を配布する過程で由来を伝え、災害

の悲惨さと共に命の尊さを再考する機会とする事で、「人の尊厳」と「人との

関わりの大切さ」を知る感性豊かな地域社会を醸成する事を目的とします。 

 

※上記の活動理念に加え、解決したい社会課題を明確化 



＜解決したい社会課題＞ 

災害地はもとより、人口減少や賑わいの取り戻しなどに苦心する地方や地

域、核家族化や未婚単身世帯の増加により地域コミュニティ力が低下した地

域など 住民間のコミュニティの再生は喫緊の課題です。 

阪神大震災由来のひまわりの種「はるかのひまわり」 を生育する過程で、災

害や命の尊さを再考する機会とし、個人やグループ、教育機関（幼保小中高

校や支援学校など）や社会施設（公民館、コミュニティセンター）などで、

地域コミュニティの再生に利用することで、心豊かな故郷を取り戻します。  

また、各地で収穫された種を再配布することでサスティナビリティを追求し

ます。 

 

【 現在の事業活動内容 】 

 ̧ 種の無償配布事業：（過去 8期） 

2024 年度 9,477 パッケージ（189,775 粒）・47 都道府県 

2023 年度 9,276 パッケージ（185,520 粒）・47 都道府県 

2022 年度 7,299 パッケージ（145,980 粒）・47 都道府県 

2021 年度 5,353 パッケージ（107,460 粒）・47 都道府県 

2020 年度 4,173 パッケージ（83,460 粒）・47 都道府県 

2019 年度 2,545 パッケージ（50,900 粒）・47 都道府県 

2018 年度 1,603 パッケージ（32,050 粒）・37 都道府県 

2017 年度 1,620 パッケージ（32,400 粒）・31 都道府県 

（2011 年～2016 年 16,151 パッケージ（323,020 粒） 

 ̧ 取材事業：（過去 8期） 

2024 年度 兵庫県（神戸市・西宮市）・大阪府（大阪市・堺市）・京都府（京都市）・岩

手県（奥州市）・新潟県（長岡市）・広島県（広島市）など 

2023 年度 大阪府（大阪市）・兵庫県（たつの市・神戸市・明石市・香美町）・高知県（土

佐市・南国市）・鳥取県（米子市・境港市）など 



2022 年度 大阪府（大阪市・堺市）・兵庫県（たつの市・神戸市・明石市・加古川市）・

静岡県（富士山こどもの国）・広島県（福山市）・高知県（土佐市）など 

2021 年度 長崎県（西海市）・京都府（宮津・伊根）・静岡県（富士山こどもの国）・大

阪府（堺市・大東市）・和歌山県（龍神村）・香川県（さぬき市）・兵庫県（神戸市） 

2020 年度 大阪府（大阪市・枚方市）・兵庫県（神戸市・淡路島・香美町）・鳥取県（米

子市・境港市）・高知県（四万十市・四万十町）・沖縄県（北中城村） 

2019 年度 新潟県・埼玉県・三重県・京都府・兵庫県・鳥取県・山口県・熊本県・沖縄

県・インドネシアなど 

2018 年度 北海道・栃木県・鳥取県・愛媛県・長野県・兵庫県など 

2017 年度 熊本県・愛媛県・新潟県・鳥取県・大阪府・岩手県など 

 ̧ データベース化事業 

取材レポート・投稿レポート（全国フォトレポ、活動履歴）、ペーパー・プレスの記録、

学習指導案記録、テーマソング・ミュージックほか 

 ̧ 各地域でのプロジェクト支援事業 

◎教育機関や地域コミュニティ、企業・団体などでの講話授業、講演 

講話テーマ：安全・安心な社会とは（防災の視点から）、理念が共鳴を呼び 想いが内面

化する、人の絆が創る地域社会、絆を結ぶ奇跡のひまわり、人の絆をデザインする、社

会人になるための心構え、現代社会像とこれからの変化、地域と共に生きる～互恵社会

へ～、心の豊かさを感じる社会へ ほか） 

 

＜講話・講演・授業・取材実績＞ 

小山市立小山第三中学校（栃木県）、神戸市立長田中学校、能

登半島地震支援チャリティ講演会・大阪教育大学付属池田小

学校（大阪府池田市）、天空のガウディ平和の道しるべ展（広

島県）、能登半島地震チャリティ講演会（兵庫県西宮市）、長岡

市立山古志中学校（新潟県）、奥州市立東水沢中学校（岩手県）、

地震防災講演会（高知県土佐市）、香美町立兎塚小学校（兵庫

県香美町）、こども本の森 神戸（兵庫県神戸市）、堺市男女共

同参画センター内 堺 自由の泉大学ラ・パリテ（大阪府堺市）、 

富士山こどもの国（静岡県富士市）、少林寺拳法明石人丸スポ



ーツ少年団・明石人丸スポーツクラブ 21（兵庫県明石市）、放

課後デイサービス 音ひろば（兵庫県神戸市）、東京都立小金井

特別支援学校（東京都小金井市）、埼玉県立日高特別支援学校

（埼玉県日高市）、大阪市立生野未来学園（大阪府大阪市）、た

つの市立西栗栖小学校（兵庫県たつの市）、神戸学院大学付属

中学校（兵庫県神戸市）、大阪市立大江小学校（大阪府大阪市）、

京都府立宮津高等学校 伊根分校（京都府宮津市）、四万十市立

蕨岡中学校（高知県四万十市） 四万十町立興津中学校（高知

家四万十町）、大阪市立生野中学校（大阪府大阪市）、兵庫県美

方郡香美町立射添小学校（兵庫県香美町）、鳥取県立米子工業

高等学校（鳥取県米子市）、沖縄県北中城 屋宜原青年会（沖縄

県北中城村）、兵庫県揖保郡太子町立太田小学校（兵庫県太子

町）、ハーメルンプロジェクト ジョイントチーム（兵庫県淡路

市）、エールエイド・ぽにぃ保育園・めりぃ保育園（京都府京

都市）、古民家ゲストハウス「ひまわり」（山口県美祢市）、岩

槻オルゴゴルフガーデン（埼玉県さいたま市）、蓮田ひまわり

畑（埼玉県蓮田市）、ホテル椿館 別館（愛媛県松山市）、米子

市立東山中学校（鳥取県米子市）、新潟県しあわせのたねコン

サート（新潟県新潟市・三条市）、熊本県嘉島町立嘉島中学校

（熊本県上嘉島町）、公益社団法人 Civic Force、熊本県益城町

立木山中学校（熊本県上益城町）、四国中央市国体推進課愛媛

県四国中央市）、兵庫県揖保郡太子町立太田小学校（兵庫円太

子町）、神戸市立楠高等学校（兵庫県神戸市）、三十来組（鹿児

島県阿久根市）、鳴り石の浜プロジェクト（鳥取県琴浦町）、姫

路市医師会看護学校（兵庫県姫路市）、兵庫県立姫路東高等学

校（兵庫県姫路市）、神戸市立兵庫商業高等学校（兵庫県神戸市）、神戸市立神港高等学校（兵庫県神戸

市）、三重短期大学法経科（三重県津市）、鹿島中学校（兵庫県高砂市）、須磨区自立支援協議会（兵庫

県神戸市）、神戸市環境局環境創造部地球環境課（兵庫県神戸市）、神戸市立六甲アイランド高等学校

（兵庫県神戸市）、NPO 法人 IMMC マミーズブラス研修会（兵庫県神戸市）、e-不動産合同例会（兵庫

県神戸市）、兵庫県立尼崎工業高等学校（兵庫県尼崎市）、須磨ノ浦女子高等学校（兵庫県神戸市）、関

西大学大学院文学部（大阪府吹田市）、尼崎市中小企業センター（兵庫県尼崎市）、兵庫県立姫路別所高

等学校（兵庫県姫路市）、大阪経済法科大学（大阪府八尾市） 他多数 



◎ポストカード支援 

 種の配布用のオリジナルポストカード制作・提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎コラボ封筒支援 

 イベント等の案内封筒の制作・提供 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



４． 活用事例  

＜ランドマーク＞ 

夏の風物詩として各地で開花しています。（一部をご紹介します） 

 

 ̧ 1970 אל ︡  

Ẉ ṕ Ṗ 

   

 ̧ ︡  

Ẉṡ Ṣ ṕ Ṗ 

   

 ̧ ṇ ︡  

Ẉṡּשּך Ṣ טּ וֹ ṕ Ṗ 
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 ̧  Ẉṡ כֿ Ṣ 

   

 ̧  Ẉ ṡ Ṣ 

   

 ̧ ṇ  Ẉṡ Ṣ 

   

 ̧ ︡פּפṡּךּ Ṣ ṡ פּ Ṣ 

Ẉṡ Ṣṕ Ṗ 
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＜全国各地での取り組み＞ 

全国各地の学校や団体で様々な形で活用されています。その一例をご紹介します。 

学校での活用事例 

学校では、防災教育や命の尊さを学ぶ場として、ひまわりの育成が積極的

に取り入れられています。 

¶ 大阪市立大江小学校（大阪府） 

o 阪神淡路大震災 1.17 のつどいの設営ボランティアに参加し、子

どもたちが震災への想いを描いたパネルを紙灯籠に設置する

活動を行っています。ルワンダ共和国の小学校とも交流し、種

を送るなどの国際交流も行われています。 

¶ 啓成小学校、東山中学校、米子工業高校（鳥取県） 

o 東山中学校区の小・中・高校や協賛団体で生育した「はるかの

ひまわり」のプランターを、メッセージカードと共に市役所周

辺や公園・公共施設に設置しています。特に 2021 年には、新

型コロナウイルス感染症対策で奮闘する医療機関や公共機関

への感謝を込めてひまわりを寄贈する活動が行われました。 

¶ 境港総合技術高校（鳥取県） 

o 福祉科が中心となり、校内での生育にとどまらず地域の施設な

どへの苗の寄贈や駅舎での生育など、命の尊さや防災について

考える取り組みを毎年継続されています。 

¶ 四万十町立窪川中学校（高知県） 

o 生徒会が中心となり、プロジェクトの先輩の興津小・中学校か

ら引き継ぐ形でひまわりの栽培に取り組んでいます。部活動の

前に交代で水やりをするなど、心を込めて育て、震災の記憶を



次世代に繋ぐ活動を継続しています。 

¶ 兵庫県立芦屋特別支援学校（兵庫県） 

o 学校全体でひまわりを育てる取り組みを行っており、地域も巻

き込み 命の尊さや助け合いの心を学ぶ機会としています。 

¶ 神戸市立長田中学校（兵庫県） 

o 防災訓練後に「はるかのひまわり絆プロジェクト」に関する講

話を行うなど、防災意識の向上に役立てています。 

¶ 神戸学院大学附属中学校・高等学校（兵庫県） 

o 震災について学ぶ授業とも連携して、プランターで大きくひま

わりを育て、来校者の目を楽しませています。 

¶ 東京電機大学中学校・高等学校（東京都） 

o 毎年「ひまわりプロジェクト」としてグラウンド横のスペース

でひまわりを育てています。有志の生徒が種まきや水やりを担

当し、命の成長を見守る活動を継続しています。 

¶ 土佐市立高石小学校（高知県） 

o 企業（㈱ダイナム）の ESG 活動として支援を受け、「防災学習

の一環」として授業にカリキュラム（絵本の内容理解とひまわ

り栽培）として導入されています。 

¶ 美山中学校（岐阜県） 

o ピア・リーダー会が主体となり、校内ボランティアを募って種

まき、看板作り、草取りなどを進め、地域の皆さんにもひまわ

りの成長を見てもらえるように活動しています。 

 



¶ 小山第三中学校（栃木県小山市） 

o 東日本大震災をきっかけにプロジェクトに参

加され、全校生徒でひまわりを育て、その種を

配布する活動も行っています。 

        （活動の様子 YouTube） 

団体での活用事例 

地域コミュニティの活性化や復興支援、防災意識の啓発など、様々な目的で

「はるかのひまわり絆プロジェクト」が活用されています。 

¶ BSN 新潟放送（新潟県） 

o 10 年にわたって BSN 新潟放送が主催して行われた「しあわせ

の種コンサート」は、「BSN は幸せの種を撒きます」という理

念に沿った市民に向けた活動で、会場では多くの方々の手で育

てられた「はるかのひまわりの種」が毎回配られました。 

（２０１２年～２０２1 年） 

※本手引書の表紙は 2015 年開催の受付の様子 

¶ 府中市（東京都）2014 年 

o 市制施行 60 周年記念事業として、府中市が「はるかのひまわ

り絆プロジェクト」に参加。市民に配られ、育てたひまわりと

一緒に写した笑顔の写真を募集し、はるかのひまわり絵本の大

きなモザイクアートを制作する取り組みを行いました。 

¶ キヤノングループ（茨城県阿見事業所） 

o グループ企業の阿見事業所でひまわりを育て、生育の様子を社

内報などで共有。また、地域の学校や施設などへの寄贈などの

活動に繋げられるなど、毎年継続実施されています。 



¶ 岐阜キッズな（絆）支援室 

o 学習支援や子ども食堂・生活相談などを行い、その活動の一環

として、地元の「円徳寺」での“はるかのひまわり”の生育を通

して、防災学習に取り組んでいます。 

¶ 「3.11 私たちはあの日を忘れない実行委員会」（愛知県北名古屋市） 

o 東日本大震災での移住者を受け入れた地域から、震災の記憶を

伝え、防災意識を高めるための発信活動に活用しました。 

¶ コクリコさかい（大阪府堺市） 

o 堺市男女共同参画センターの施設内でひまわりを育て、種の配

布や講話などを通じて防災や地域社会のあり方を考える場を

提供しています。施設の花壇は、一年を通じて開花することか

ら「夢幻花壇」と呼ばれています。 

¶ 岩岡児童館（兵庫県神戸市） 

o 児童がひまわりを育てる活動を通じて、命の尊さや自然への理

解を深めています。 

¶ ㈱ダイナム（ESG 活動） 

同社は、ESG 活動の一環としてプロジェクトを、高知県土佐市

で地域とともに企画・実施されました。その後も全国各地で、

地域支援の取り組みとしてプロジェクト活動を実施中。 

 

これらの事例は、「はるかのひまわり絆プロジェクト」が単なるひまわりを育てる活

動にとどまらず、震災の記憶の継承、命の尊さ、防災意識の向上、地域コミュニテ

ィの活性化、そして世代や国境を越えた「絆」を育む多様な活動へと発展している

ことを示しています。 



５． 活動のための手引 

本プロジェクトは、震災由来のひまわり

を育てることを通じて、災害の記憶を伝

え、命の尊さや人との繋がりの大切さを考

える機会を創出し、感性豊かな地域社会を

育むことを目的とした活動です。 

 

プロジェクトの目的 

¶ 震災の記憶の継承:：はるかのひまわりを育てることを通して、阪神・

淡路大震災の経験と教訓を学び、語り継ぎます。 

¶ 命の尊さ、助け合いの心の育成： 震災で失われた多くの命に思いを馳

せ、地域の世代間で共に支え合う社会の実現を目指します。 

¶ 防災意識の向上:：震災の記憶を共有することで、災害への備えや防災

意識を高めます。 

 

活動の流れ 

プロジェクトへの参加は、以下のステップで進められます。 

1. 種の入手： 

o プロジェクト事務局または各地の協力団体から「はるかのひま

わり」の種を入手します。 毎年配布時期が決まっていますの

で、ホームページなどで事前にご確認ください。 

2. 種の植え付け： 

o 地域や気候にもよりますが、5 月頃が種の植え付けの目安です。 

o 日当たりと水はけの良い場所を選び、土をしっかり耕してから



種をまきましょう。 

o ポットで育ててからの定植が推奨されます。 

3. 生育の管理： 

o 水やり：土の表面が乾いたらたっぷりと水を与えます。特に夏

場は水切れに注意が必要です。 

o 追肥:：生育状況を見ながら、必要に応じて液体肥料などを与え

ましょう。 

o 病害虫対策:：定期的に観察し、早期発見・早期対策を心がけて

ください。 

4. ひまわりの開花： 

o 定植から 2 ヶ月～2 ヶ月半で、美しいひまわりが咲きます。 

o 開花したひまわりを見て、震災で失われた命に思いを馳せ、防

災について考えるきっかけにしてください。 

5. 種の採取と配布： 

o 花が枯れ、種が十分に熟したら採取します。茶色く乾燥し、簡

単にほぐれるようになったら収穫の合図です。 

o 採取した種は、来年以降もプロジェクトに参加したい方や、新

たにプロジェクトに参加する方へ配布します。これにより、震

災の記憶を次の世代へ繋いでい

きます。 

o 採取した種の一部を入手先の協

力団体へ送っていただくこと

で、全国への配布活動にご協力

いただけます。 



※ 活動にあたってのお願い 

¶ 活動の共有:：ひまわりの成長過程や開花の様子を写真に撮り、SNS

などで「#はるかのひまわり絆プロジェクト」の

ハッシュタグを付けて発信していただくことで、

より多くの方にプロジェクトを知ってもらうこと

ができます。 

#はるかのひまわり絆プロジェクト  #はるかのひまわり 

 

¶ 学びの機会:：ひまわりを育てるだけでなく、同プロジェクトが自然災

害の心の支援になった事例を調べたり、防災な

どのイベントに参加したりして、自然災害につ

いて深く学ぶ機会を設けてください。 

世代を枠を超えて学び合いましょう 

 

¶ 安全への配慮:：作業を行う際は、熱中症や怪我に

十分注意し、安全を最優先に考えてください。 

 

 

¶ 生育場所への配慮：公共の場所や遊休地、知人友人の土地、貸し農園

など ご自身の所有以外の場所でお育てになる場合は、必ず所有者や

管理者の許認可をいただきましょう！ 大

きくなってから係争にならないように、お

育ての前に確認をお願い致します。 

 



6．資  料 

活動にあたっての資料は、現在運営しているホームページを参考にしてい

ただければ、年度別活動履歴や地域別（都道府県・国別）活動履歴。また、

報道や地域での活動の記録や案内（ペーパープレスなど）もタイムライン（時

間軸）に沿って記録していますので以下をご参照ください。 

 

公式ページ https://www.kizuna-project.work/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また、収穫された種の再配布にあたって再配布用のパッケージタグ（和

文・英文）、名刺サイズのパッケージタグ（和文のみ）、掲示用の看板ポス

ター（和文・英文）などもダウンロードができますのでご利用ください。 

 

 

 

 

 

 



手引書の発行にあたって 

私は 2008 年より活動を始めましたが、東日本大震災の発災をきっかけに

活動理念を成文化しました。災害からの再生や復興を願い「心豊かな地域社

会の創造」と言うその想いを多くの方々に知っていただくことを念頭にホー

ムページや Facebook をはじめとした SNS で、生育者を募集し 各地でのそ

の活動を発信してきました。 

 

賛同してくださる、メンバーの皆さんの全国での

取り組みの姿や、真摯なご意見・ご指導によって、

情報の発信方法の改善（時系列別情報・地域別情報

の発信）や配布する種の収穫地情報の提供。多国籍

言語による情報の発信。ま

た、新聞やニュース映像な

どで紹介された全国での活動のペーパー・プレス情

報の収集と時系列による発信。さらに、収穫した種の配布に役立つ各種パッ

ケージ用紙の提供や各地でのプロジェクトを紹介するポストカードの制作

など、様々な改善を実施して来ました。 

 

各地でのプロジェクトでは、メンバー各位の様々な知恵とアイデアで理念

を実現する取り組みが繰り広げられています。 

ある都市では、学校で収穫した種を近隣の学校へ繋ぐ贈呈式が行われ その

輪が拡がることで、「点」と「点」が線で

繋がり その線が延長することで「面」と

なって、その理念が定着する地域が見ら

れたり、個々の学校では卒業する先輩か

ら後輩へ「想いと種」を受け渡す伝達式

が行われ、途切れることなく活動が継続

するなど、多くの教育機関で「命の尊さ」

や「人との繋がりの大切さ」を子どもたちへ内面化する取り組みとして実施

されています。 

 



地域コミュニティでの取り組みでは、防災訓練のシンボルとして育てられ

たり、生育の過程でコミュニティの世代間交流を図る取り組みとして活用し

たり、中山間地や農作放棄地などでの生育によって季節の

ランドマークになり、夏の風物詩として多くの市民が訪れ

ることで地域活性の一助となるなど 

「心豊かな地域社会の創造」という理念に少なからず関与

できたのではないかと感じています。 

 

今後、全国各地での「点」の活動が「線」で結ばれ「面」となり、面が組み

合わさり「立体」となる。その活動が拡がることで感性が豊かになった人々

の小さな力が地域社会を変えてゆく大きな存在なると信じています。 

 

 

このプロジェクトが、理念に沿って全国各地で絶やすことなく続けられる

活動として多くの方々に認知されることを願って、また 新たな方々がそれ

ぞれの地域（故郷）のために活動を始めるための手引きとして、書籍として

残すこととしました。 
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第十八共徳丸に寄り添う 


